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 本日は、｢オープンサイエンス的市民協働のために

大学ができること｣というタイトルで発表させていた

だきます。初めに、そもそも私がどういう人間かとい

うことについてお話ししたいと思います。 

 

1.自己紹介 

 専門は元々サルの研究をしていました。サルのお尻

がなぜ赤いのかという生物学の研究です。それで学位

を取りました。一方で、在学中から二足のわらじでウ

ェブデザインの仕事もしていましたので、経験として

研究とデザインを二本柱で持っておりました。研究だ

けではない経験があったので京都大学で URA（ユニ

バーシティ・リサーチ・アドミニストレーター）とい

う研究支援職に就き、主に若手研究者支援を行ってい

ました。2018 年から、Web 戦略室という大学の情報

インフラを整えるような情報基盤の部署にいます。 

 一方で、2016 年より KYOTO オープンサイエンス

勉強会を主催しています。3 年前になりますが、「オ

ープンサイエンス」というような言葉が出てきて、み

んな、「何やそれ」という感じになっていたところで、

私自ら勉強したいなと思って、同じような意思を持っ

た方々と一緒になって勉強会を立ち上げました。特に、

市民が研究に参加するようなプロジェクトを運営した

り、その調査をしている人たちに毎月来ていただいて、

話を聞いて自分たちで勉強していこうということで始

めています。現在まで 30 回以上、開催しています。 

 

2.オープンサイエンス的市民参加型研究 

 その月 1 回の講演のキーワードを図 1 に並べてみま

した。改めて私自身が振り返ると四つぐらいのカテゴ
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リーに分かれるのではないかと思いました。 

 一つ目はボランティアです。私は市民参加型の研究

について興味を持ってやっていたのですが、市民ボラ

ンティアという人たちがいます。Wikipedia は市民ボ

ランティアによって従来行われている活動です。 

 二つ目はアカデミアです。アカデミア寄りの活動を

される方々がいらっしゃいます。「みんなで翻刻」も

そうです。 

 三つ目は政策・体制インフラです。政策的なことを

考える方にも来ていただきましたし、研究データマネ

ジメント、つまりオープンにする一方でデータマネジ

メントをどうするのですかというお話をする方にも来

ていただきました。 

 四つ目は企業です。市民がアプリで自分のところの

天気を知らせるという、ウェザーニューズの人たちに

もお話を頂きました。 

 「オープンサイエンス」とは、ものすごく幅の広い

言葉で、一言でなかなか説明できないと思います。概

念の包含関係も人によって考え方が違うので、どう定

義するのかどれが正しいというわけではないのですが、

いろいろな意見があります。私は OECD の資料をも

とに、オープンサイエンスを分かりやすく捉えるなら

ば、情報通信技術（ICT）の発展で可能になる、「オ

ープンアクセス」「オープンデータ」「オープンコラボ

レーション」の 3 本柱によって、学術研究の透明性、

協働、イノベーションを促進することと言えば分かり

やすいのではないかと考えています（図 2）。 

 ここで図書館関係の方は「オープンアクセス」が親

しいところだと思います。「オープンアクセス」「オー

プンデータ」は、情報基盤をどう整えるかという話か

と思います。そして「オープンコラボレーション」は、

整えた情報基盤の上でいろいろなステークホルダーが

コラボレーションするということが想像されます。今

日の話は、市民が参加するというところに興味を持っ

てお話ししますが、別にそれだけではなく、従来の研

究者同士のコラボレーションも入りますし、行政やい

ろいろなステークホルダーが関わってくるので、そう

いうものを全部「オープンコラボレーション」と言う

ということです。 

 なぜ「シチズンサイエンス」、市民が関わる部分に

興味を持っているかというと、こういうオープンサイ

エンスのようなことが進んでいった一つのグッドプラ

クティスとして、今までほとんど研究の世界から切り

離されていたような人たちが研究に参加できるように

なるということが、変化の好例として面白いなと思っ

たたからです。本日、加納先生からお話しいただく

「みんなで翻刻」は、かなり人気も出て目覚ましい成

果を上げていると思います。 

 では、市民が学術研究に関わると何が変わっていく

のでしょうか。研究サイクルは、構想、資金獲得、実

験・調査・データ収集、発見、公開の五つに分けられ

ると考えています。従来は研究者がどういう研究をす

るかを構想し、その構想について、科研費なり申請書

を書いて資金を獲得しました。税金を使うので間接投

（図 2） （図 1） 
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資になります。お金を得ることができれば、実験・調

査、データ収集をします。そして何かしらの科学的発

見を行い、成果を有料の学術誌に公開していました。 

 これが現在、資金獲得の部分ではクラウドファンデ

ィングのような方法が出てきています。実験・調査・

データ収集でも、市民が調査・収集して、クラウドソ

ーシングとも言いますが、オープンデータ化が進んで

います。一方で、科学的発見も市民が実際にしている

ことがあります。それをオープンアクセスの無料学術

誌に載せるということで、サイクル自体が変化しつつ

あるという状況です。 

 実際に市民が研究に参加しているようなプロジェク

トは何があるかというと、Galaxy Zoo は非常に有名で、

天文学の分野のプロジェクトになります。銀河の画像

を市民がウェブサイト上で見て、渦がどう巻いている

か、銀河の形が何かなど、ウェブサイト上でボタンを

クリックして、データをどんどん蓄積していくという

ものです。eBird というのは、鳥の観察のデータを蓄

積しているデータベースです。 

 「みんなで翻刻」は、昔の資料をみんなで翻刻する

というものです。「花まるマルハナバチ国勢調査」は、

マルハナバチという種に着目して、全国の目撃情報を

集めているプロジェクトです。「ナメクジ捜査網」も

同じことですが、外来種のナメクジを探すために市民

の協力を得ているプロジェクトです。Safecast は少し

だけ性格が違うのですが、福島の原発事故以降に空間

の放射線量を測る活動を市民と一緒にやっているもの

です。 

 Galaxy Zoo は Zooniverse というプラットフォームに

入っているのですが、Zooniverse というプラットフォ

ーム自体は理系に限らず、人社系のプロジェクトも多

数扱っております。そのうちの一つが Shakespeare’s 

World というもので、実はつい最近、全てのタスクが

終わったところです。 

 どういうものかというと、Wikipedia には、「シェイ

クスピアと同時期の文書を多数集め、アノテーション

およびテキスト起こしを行う。シェイクスピアとその

朋輩の人生について、新しい発見があればオックスフ

ォード英語辞典に反映される」と書かれています。市

民が、図 3 の右にある画像のようなものを読んで、何

が書いてあるのかを書き起こしていくようなプロジェ

クトです。コラボレーションとして、Folger Shake-

speare Library という図書館と協力したり、Oxford Eng-

lish Dictionary とも連携したりしています。 

 

3.シチズンサイエンス（CS）に係る政策 

 こうやっていろいろプロジェクトが動いているとい

う現在ですが、政策的にはどうなのかということにつ

いてお話しします。日本では第 5 期科学技術基本計画

（2016～2020 年度）が進められています。その中の一

つとして、「オープンサイエンスの推進」が挙げられ

ており、「市民参画型のサイエンス（シチズンサイエ

ンス）が拡大する兆しにある」、それをイノベーショ

ンの基盤としたいということが科学技術基本計画には

書かれております。 

 2019 年の G7 で、日本学術会議が一緒になって、

「G サイエンス学術会議共同声明」というものを出

しました。「インターネット時代のシチズンサイエン

ス」がこの声明の中に含まれており、今後日本におい

てシチズンサイエンスを推進するための環境整備の必

要性を指摘しています。 

 一方で世界を見ますと、欧州では、Horizon 2020 で、

総額 800 億ユーロ、日本円にして 10 兆円の大規模な

研究助成の資金源の一部をシチズンサイエンスの助成

（図 3） 
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に充てるということがうたわれております。 

 Horizon 2020 の次が Horizon Europe というプログラ

ムなのですが、そこでも、シチズンサイエンスと書い

ていたか、オープンサイエンスと書いていたかは失念

しましたが、関連のものを 3 本柱の一つとして進める

そうです。特に欧州での政策的な動きは活発です。 

 

4.三つの論点 

 本日のセミナーのタイトルは、「人文社会系分野に

おけるオープンサイエンス～実践に向けて～」なので、

私は実践に向けて何かお話ししなければいけないと考

えています。また、ウェブサイトのセミナー概要には、

「研究者によるデータ構築と市民科学との間をつなぐ

媒介者としての役割を担い得る URA（ユニバーシテ

ィ・リサーチ・アドミニストレーター）の取り組みに

ついても論じていただきます」と書いてありました。

ということで、「市民科学」ということが一つキーワ

ードになっており、どういう人たちが研究者によるデ

ータ構築と市民科学との間をつなぐことができるのか

が主題ではないかということで、論点として三つある

と思いました。 

 まずは、そもそも大学のような組織がシチズンサイ

エンスに本当に取り組むべきなのかどうかということ

です。取り組むべきだとしたとして、では誰がそれを

担うのかというのが次の論点です。さらに、その人た

ちはどうやって実践するのかということも論点になっ

てくるかと思います。 

 一つ一つの論点がかなり幅広に議論できるところか

と思いますので、これから私がお話しする話もなかな

か全部を包括できるとは言えないのですけれども、私

見を交えてお話しさせていただきたいと思います。 

 

4-1.Why: 大学として CS に取り組むべき？ 

 では、大学としてシチズンサイエンスに取り組むべ

きなのでしょうか。図書館の方もこれに含まれるかと

思いますが、URA をはじめとした研究推進／支援人

材が業務として取り組むためには、シチズンサイエン

スが組織の方針に合致するべきだと思います。研究者

個人が勝手に好きにやるのであればいいのですが、組

織として揃えている支援人材が動くためには、その組

織の方針に合致すべきだということです。 

 では、そもそもシチズンサイエンスは何のためにあ

るのかというと、いろいろな目的があると思います。

研究のためにやる、市民に一緒になってもらってデー

タを得る、データを処理するということがあると思い

ます。教育的な意味もあると思います。非公式科学教

育（Informal Science Education）といった言葉がシチズ

ンサイエンスで語られたりしています。私はこの専門

ではないので、ご関心のある方は下の参考文献を見て

いただければと思います（図 4）。生涯学習だという

言い方もされます。 

 一方で、組織的にはパブリックエンゲージメントと

いうところで、右に書いたようないろいろな政策立案

でシチズンサイエンスを取り入れるということもある

かと思います。あとは単純に企業の CSR 的に、大学

でも市民と一緒にやるということが良く見えるのであ

れば、それをやるということもあると思います。 

 研究に関してもう少し詳細に説明すると、どういう

市民の関与の仕方があるのかということで、いろいろ

なフレームワークがあるのでこれは一例なのですが、

この上から下に研究のステップが進むと考えていただ

いて、市民がどのステップで関与するのかというのが、

「貢献型」「協働型」「共創型」で三つぐらいに分かれ

ます（図 5）。今、主に動いているのはサンプル収集

（図 4） 
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や分析というのが想像しやすいものかと思いますが、

「共創型」に行くと、全てのステップで市民の関与が

あるということも想定できます。 

 もう一つ似たような分類ですが、四つのタイプがあ

ると言う人もいます。1 番目は「センサーの役割」、

単純にセンサーを持って動き回るとか、あまり頭を使

わなくてもできるようなこと。2 番目は「基礎的な解

釈」を行うもの。「みんなで翻刻」も 2 番に該当しま

す。3 番目は「問題設定やデータ収集」で、問題設定

から関わるというものです。4 番目が「問題設定やデ

ータの収集・分析」で、さらに分析も行います。ただ、

参加程度が高いほど良いという意味ではないので、そ

れぞれの研究プロジェクトに応じてどのレベルでやる

かを意識してやることが大事だということです。 

 パブリックエンゲージメントについて言うと、最近、

「Citizen science and the United Nations Sustainable Devel-

opment Goals」という論文が出ました。SDGs との関

連が述べられているものです。内容は割愛しますけれ

ども、今こういう話も出ております。 

 アイデアとしては、そもそも「市民協働」といった

ときに、市民と本当に協働するということ、それはそ

れで大事だと思いますが、市民協働を「学術研究のユ

ニバーサルデザイン」として考えるということが大事

だと私は考えています。市民といってもなかなか想像

しにくいのですが、市民というのはイコール、その分

野に関しての非専門家ということなのです。そういっ

た人たちも含めて、誰もが自分の研究領域に参加しや

すい環境を目指し、データをどう配布したらいいのか、

そのデータフォーマットはどういうものなのか、そう

いうことを全て考えることが、実は自分の研究の裾野

を広げて盛り上げていくことになっていくのではない

かということです。市民協働だからといって、市民み

んなでパブリックに何でもやっていこうということだ

けではないと思います。 

 図 6 の右の写真はユニバーサルデザインの有名な例

です（著作権保護のため公開資料から割愛）。ボトル

に線が入っている方がシャンプーで、そうでないのが

リンスです。目をつぶっていても分かるということで、

元々は視覚障害を持たれている方に分かりやすいよう

にしたデザインでしたが、健常者でも、目をつぶって

いても、ぱっと取って分かるということは便利なこと

です。今まで不自由を感じていた人たちを仮想のター

ゲットと考えてデザインを検討したらみんながより使

いやすくなるという感じで、市民協働を考えてもいい

のかなというのが私のアイデアです。 

 ここまでをまとめます。現状としては、シチズンサ

イエンスの目的は、研究や教育、パブリックエンゲー

ジメントなど、多様です。将来像は、研究者（運営者）

は計画時に目的を見極めることが望ましいと思います。

それが各機関の目的に合致するならば、組織として推

進／支援することは妥当かと思います。 

 

4-2.Who: 誰が担うのか？ 

 では、シチズンサイエンスを実際に組織としてやっ

（図 5） （図 6） 
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ていきましょうとなったときに、URA といわれる人

たちが媒介者になるのかどうかというところです。京

都大学の状況で言うと、URA は研究力強化のために

存在していると考えられています。研究大学強化促進

事業で、URA の人数が増えたりしたので、とにかく

研究力の強化のためにいるのだということです。 

 では、シチズンサイエンスを進めることが研究力強

化につながるのかというと、まだそこは自明ではない

という空気感があるかと思います。従って、現在の

URA 業務に市民協働の構築／実践は含まれていない

というのが実情です。個別ケースとして、「みんなで

翻刻」の広報を支援したという事例はあるのですが、

ルーチンの業務としてやるかというと、そうでもない

です。では、そもそもシチズンサイエンスを含めてオ

ープンサイエンスの担い手は誰なのかということです。 

 OECD レポート（2015）では、担い手として、研究

者、省庁、助成機関、大学等教育研究機関、図書館／

リポジトリ／データセンター、NPO／NGO、出版社、

産業界が挙げられています。今日の話に関わるのは大

学等教育研究機関、図書館です。 

 そのレポートに書かれている、大学等教育研究機関

の役割は、オープンサイエンスに関するポリシー策定、

必要なスキルについて研究者をトレーニングすること、

リポジトリの使い方、データの扱い（クリーニング、

キュレーション、管理）について教えることです。 

 レポートに書かれている、図書館／リポジトリ／デ

ータセンターの役割は、かなり幅広いです。これらは

オープンサイエンスに向けて重要かつ実現に不可欠な

アクターだと指摘されています。デジタルな研究資源、

つまり出版物やデータ等の研究関連のコンテンツを保

存し、キュレーションし、公開し、広めるための活動

をすべきであるとされています。研究者が成果をシェ

ア、利用、再利用するためのインフラを構築し、オー

プンサイエンスを実現させるということで、実際に動

くという部分でかなり重要視されています。 

 このようなアクターが OECD のレポートでは想定

されていますが、日本でシチズンサイエンスというと

きにどういう体制でやられているのでしょうか。「ナ

メクジ捜査網」は、日本全国のナメクジ、特に外来種

を探すようなプロジェクトで、2016 年から開始され

ています。宇高寛子先生が運営されており、ウェブサ

イトは先生が自分で作りました。Twitter やメールで

市民からの情報を集めています。全て宇高先生一人が

チェックし、返信もしています。結構大変なのですが、

現状一人で可能な範囲で実施されているということで

す。 

 もう一つは「みんなで翻刻」です。これはちょっと

面白かったのですが、つい最近ウェブサイトにアクセ

スすると、「お詫び」と書かれていまして、「開発者の

多忙につき不具合の修正が滞っております」というこ

とです。一人の研究者、橋本雄太先生が開発されてい

て、どうしても一人でやっているとプロジェクト運営

に影響が出ることもあります。 

 「花まるマルハナバチ国勢調査」も同じような話で

す。富士通の携帯フォト・クラウドシステムや携帯ア

プリ「ここピン！」を使っていたのですが、それが終

了するので、どうするかを研究者がまた考えなければ

いけません。図 7 の右下は、ホームページに上がって

いるスライドをそのまま持ってきたものですが、「研

究者だって、市民の皆さんの期待に応えたい！ でも、

できない！」「研究者は、研究に特化した人間です。

マネジメントや普及活動に長けているわけではありま

せん。決して怠けているわけではありません」。やり

たいのだけれども、なかなか研究者だけでは難しいの

（図 7） 
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です。 

 一方でアメリカではどうかということなのですが、

Galaxy Zoo を含んでいる Zooniverse というプラットフ

ォームは、簡単な画像分析であれば、分野を問わず構

築可能なサービスを提供しています。Project Builder

といって、画像等のデータを見て市民がボタンをクリ

ックするだけでできるようなものであれば、どんな分

野でもできます。運営は Citizen Science Alliance という

もので、オックスフォード大など九つの機関が参画し

ていて、スタッフは 34 名だとホームページに書いて

ありました。 

 eBird を運用している Cornell Lab of  Ornithology は、

市民による世界中の鳥類の観察記録を集約しています

（図 8）。コーネル大学と全米オーデュボン協会によ

って 2002 年に設立され、年間予算が約 35 億円で、収

入が約 36 億円です。シチズンサイエンスにこれくら

いのお金が費やされているということです。スタッフ

も 200 名以上います。右の図は収入の内訳ですが、こ

ういう内容で収入約 36 億円を毎年維持しているとい

うことです。 

 職種もたくさんありまして、ディベロッパー、デザ

イナー、プログラマー、こういう人たちが充実してい

ます。図書館・博物館との連携に関しては、データを

マコーレー図書館にアーカイブしたり、標本をコーネ

ル大学の脊椎動物博物館に保存したりして、周りの組

織ともよく一緒に連携しています。 

 ここまでを総括すると、シチズンサイエンスは、日

本では研究者の個人的努力に委ねられているものが多

いかと思います。海外でもそういうものがあるのかも

しれませんが、少なくとも大きく成功している事例は、

豊富な資金と組織的な活動が基盤になっています。従

って、大学として、組織として、これからシチズンサ

イエンスを本当にやるのであれば、URA といっても

大学によって意味合いが違うこともありますので、

URA のような組織／部署間連携を推進する者が組織

的基盤を構築することは妥当かもしれないと思います。

また、情報インフラやウェブサイトの構築や維持にお

いて、図書館／リポジトリ／データセンターの役割は

重要です。一方で、資金の問題をどうやって解決する

かということは残ると思います。 

 

4-3.How: どうやって実践する？ 

 実際にどうやって実践するのかというところで、

How については本当にいろいろな角度で話ができる

ので、三つだけお話しします。まずは、どういう人が

参加するのかを知る、その市民が関わったデータの質

を担保する、プロジェクト設計のために評価を行うと

いうところが一つの論点かと思います。 

 図 9 は、Zooniverse に入っている生態学のプロジェ

クトの年齢別ページビュー、ウェブサイトがどれくら

い見られているかというものです。天文学と比較する

と、年齢にかなりばらつきがあります。天文学では

65 歳以上が 2,000 ビュー以上である一方で、生態学は

765 ビューと、パーセンテージから見ると全然違いま

（図 8） （図 9） 
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す。性別に関しても、生態学と天文学では結構違いが

あり、天文学は男性に人気ということがあります。実

際やるときには、分野によって属性が違うということ

も考慮する必要があるかと思います。 

 では、どういう動機で参加するのかということもあ

りますが、Zooniverse はいろいろなプロジェクトがあ

るので分野は関係ないですが、どういうモチベーショ

ンで参加しているのか参加者に聞いた結果、「貢献」

や「興味」が大きかったです。 

 われわれがその調査をしている中で、スーパーボラ

ンティアが重要な役割を果たすのではないかというこ

とが分かってきました。スーパーボランティアという

のは、通常の参加者よりも熱心に参加して、いろいろ

なタスクをこなす人たちです。 

 例えば、Galaxy Zoo では 4～7％のユーザーが全体

の 85％のタスクを実施しているというデータがあり

ました。「みんなで翻刻」でも文字数を見ると、約

3％のユーザーが全体の最大 88％を翻刻しているとい

うことです。スーパーボランティアの中には、初心者

への解説、オフラインでのワークショップ、入門講座

のようなものを自分たちでモチベーションを持ってや

っているような人たちがいます。こういう方々をきち

んと呼び込むというのが、プロジェクトを実施する上

では重要かと思います。 

 データの質を担保するというところでは、上位 5 項

目、いろいろな質を担保する取り組みがあります（図

10）。面白いのは、オンラインでやっている割には、

紙でデータを提出して、データの質を担保するような

取り組みもあるということです。 

 Galaxy Zoo の例では、かなり詳細にデータの質を担

保するための検討がされています（図 11）。 

 最後に、評価というものが大事だと思っています。

多くのプロジェクトで、特に日本でも行われていない

と思います。評価の目的は、プロジェクトの強み、弱

みを見つけること、参加者のニーズを知ること、プロ

ジェクトの成功をステークホルダーに示すこと、さら

なる資金獲得につなげることで、プロジェクトを運営

するいろいろなステップでこの評価を行うことが重要

です。その場合、評価を研究推進／支援職が担うこと

は可能かもしれないと個人的には思います。初期、実

施中、事後、それぞれのタイミングで評価することが

できます。 

 図 12 の右手の、コーネル大学の、鳥類のデータベ

（図 10） 

（図 11） 
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ースを作っているところが出しているエバリュエーシ

ョンに関する資料が非常に参考になります。どういう

流れでやるかということを資料としてまとめていただ

いています。 

 

5.まとめ 

 最後に、実践に向けてどうしたらいいのかという個

人的な考えをまとめます。シチズンサイエンスの多様

な目的が組織の方針に合致すれば、業務として URA

のような人たちが推進することは妥当ではないかと思

います。組織間連携に URA のような人材が貢献でき

そうです。一方で、実際に情報インフラやウェブサイ

トの構築／維持は、図書館／リポジトリ／データセン

ターに含まれる人たちが重要な役割を担うのではない

かと思います。どうやって実践するのかについては、

参加者の属性や動機を見極める必要があり、データの

質を担保するための工夫もきちんと考えなければいけ

ません。そういうことを全部包括して、プロジェクト

を設計するために、きちんと始める前から評価を行っ

ていくことがいいのではないか。そのときに URA の

ような人たちが評価を手助けするということはあり得

るのではないかと考えました。 

 

 

 

●フロア 1 アメリカのシチズンサイエンスの状況は

非常に予算があって、大学にいる以外のブレーンがか

なり動いていると感じられます。しかし、日本の場合

はそういう人たちが非常に多くいるはずだとは思うの

ですが、メディアに出てきたり、限られた範囲での活

躍は見られますが、理想的な形にはなっていないと思

うのです。 

 アメリカのようにできるとは思えないのですが、こ

れからどのように予算を付けたりするのでしょうか。

産官学でやることが必ずしもいいことだけではなかっ

たり、いろいろ検証しなければいけない状況にあった

り、それこそ本当の意味での第三者的な立場での検証

が必要だったりします。具体的にこれからどう進めて

いく予定か、お願いします。 

●小野 クリティカルな質問をありがとうございます。

日本の状況とアメリカの状況をご紹介しましたが、そ

の間にはかなり隔たりがあると思っています。そもそ

も近づけていくことが良いのかということも議論はあ

ると思うのですけれども、いろいろなステークホルダ

ーが一緒になって活動していくためにどうしたら良い

のかというところについては、私も知りたいところで

す。 

 ただ、大学で URA を一時期やっていた人間からす

ると、少なくとも同じようなニーズを抱えている研究

者、それを束ねている組織をつなげていくことはでき

るのではないかと。そこにお金と人が本当に付いてく

るのかということになると、また問題があるかもしれ

ません。 

 今は日本では、個人的活動がベースになっていて、

例えば Zooniverse だったら画像を使って分析するもの

であれば、どんな分野でもそこに放り込んでいくこと

ができるようなプラットフォームが作られています。

そういうものがあれば、自分の研究で市民に画像分析

をしてもらいたいと思ったら、すぐ使えるわけです。

同じようなニーズを持った研究者が複数いたら、その

人たちはみんなそのプラットフォームが使えるという

仕組みができています。せめて、いろいろなニーズが

ある中で、近いニーズを持っている人たちをつなげて

いって、そこにできれば人とお金が付いてというのが

理想かと思っていますが、実際に具体的にお金と人を

集めてくるときにどうしたらいいのかということは、

どうしたらいいのでしょうねというところです。 

 

●フロア 1 アメリカでどうやって生じたかという、

そのプロセスの研究をなさいましたか。 

 

●小野 それはぜひやりたいと思っているのですが、

まだやっていません。例えば Galaxy Zoo は Citizen 

Science Alliance というものが基本的には母体になって
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いるのです。オックスフォード大など、幾つかの大学

が一緒になってアライアンスをつくっているので、そ

ういうときに何を最初に各大学が考えてつくりはじめ

たのかというのはこれから調査したいと思っています。

ありがとうございます。 


